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本日話す内容

被災地の避難所支援の経験から
防災対応の専門知識はなく素人の話
避難所における地域住民の取組で「よかったこと」と
「自分の感想」
正しい例ではなく一例として



能登半島地震について

【概要】
発生日：2024年１月1日
場 所：石川県能登地方
震 度：最大震度７



被災地派遣業務内容
避難所：石川県能登町 柳田エリア



被災地状況



被災地状況



被災地派遣業務内容

避難所：石川県能登町
柳田小学校

避難者数：６０名程度



避難所内地図（学校１F）



避難所内写真



避難所内写真



被災地派遣業務内容

派遣日程：2024/3/1～3/7（７日間）第12クール



被災地派遣業務内容

業務内容：避難所運営支援業務
食事準備、物品の調達、物品補充、
自治体（能登町役場や滋賀県）との連絡調整等
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避難所内でうまくいっていたこと
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①情報共有
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避難所内うまくいっていたこと

①情報共有（ミーティングの実施）
•毎朝、ミーティングを行って随時情報の共有を行っていた
•参加者、地域の代表、能登町職員、小学校教師、派遣職員



避難所内うまくいっていたこと

①情報共有（ミーティングの実施）

イレギュラーな情報が飛び交う
↓
周りの環境が変わっていく
↓
避難者は聞いていない（一部の人は聞いている）
↓
勝手に変えられたと感じ、不信や不満が募る

行政への不信
避難者同士の不仲
悪循環になる



避難所内うまくいっていたこと

①情報共有（ミーティングの実施）

ミーティングを行う

全体への情報
共有ができる

意思決定が
できる

メンタルが
安定する

全体への情報
共有ができる

意思決定が
できる



避難所内うまくいっていたこと

①情報共有（ホワイトボードの設置）
• 朝のミーティングの結果を避難者全員が閲覧できるように掲示
• 現在の避難者数の掲示
• 外部からの避難者情報（チラシ等）の掲示



避難所内うまくいっていたこと

①情報共有でよかった点

・みんなが情報を共有できる仕組み

・自分たちで意思決定ができる場
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避難所内うまくいっていたこと

②避難所ルール
・衛生管理
→地域毎の清掃の輪番制
→毎日の体調管理



避難所内うまくいっていたこと

②避難所ルール
・物資支給
→独占しない
→食事の地域毎の受け取り



避難所内うまくいっていたこと

②避難所ルール
・共有スペース使用
→プライベート
→就寝時間



避難所内うまくいっていたこと

②避難所ルールの良かった点

• 同じ認識をもって共同生活ができる

• 避難者間のトラブルが回避できる



感想
避難所の支援業務を通じて、
改めて共助の重要性を感じました。

避難所にいる方は、年齢、性別、考え方等がバラバラ

避難所では、共に協力して、助け合うことで成り立つ

ただ、言葉だけでは理解はできるが定着しない
これをほっておくと
「誰かがやってくれる」
「好き勝手な行動」
が増える



感想

先ほどご紹介した

①情報共有
②避難所ルール

2つは避難者が同じ方向性を向くための仕組み

自然と共助し合える基本



ご清聴ありがとうございました


